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第２９期（平成１８年度）決算概要 

 

 再建元年に当たる当期は、「安全・笑顔・真心」のコーポレートスローガンのもと、

社長以下全社員が一丸となって経営再建計画を推進し、念願でありました累積損失の

解消と単年度黒字化を実現することができました。 

 来期（平成１９年度）は、再建２年目としてこの黒字経営を堅持するとともに、安

全の確保とお客様サービスを第一とする方針の下、個々の課題に積極的に取り組んで

まいります。 

 

平成１８年度決算の概要は以下の通りです。 

 

１．会社再建 

① 累積損失の解消 

千葉県、千葉市並びに株主各位のご支援をいただき、昨年５月から８月にか

けて債務の株式化（ＤＥＳ）による増減資を実施し、２９６億円の累積損失を

解消いたしました。 

② 単年度黒字化 

昨年５月に千葉市より６４億円の無利子融資を受け、日本政策投資銀行から

の建設資金借入残金５９億円を一括償還し、支払利息の削減を図りました。さ

らに、当社が保有していた軌道事業資産の一部（９０億円）を千葉市へ譲渡し

たことにより減価償却費が半減され、単年度黒字（当期利益１．９億円）を達

成することができました。 

 

２．輸送人員及び運輸収入の増加 

沿線におけるマンション開発や、景気の回復傾向、千葉市動物公園のレッサ

ーパンダ「風太くん」とその子供たちの人気に加え、「お昼のお出かけフリー

きっぷ」の利用時間拡大や６ヶ月定期券お得意様継続割引等の効果により、輸

送人員は１，６２４万人(対前期比２．８％増)、運輸収入は２９億９千万円(対

前期比１．４％増)となり、２期連続の増員・増収となりました。 

 

 

 

 

 

 

《お問い合わせ先》  

千葉都市モノレール株式会社 経営管理室 

 TEL：０４３－２８７－８２１６ 

記 者 発 表 資 料 

安全・笑顔・真心   千葉モノレール 



 

 
 

（参考） 

 

輸送人員・運輸収入・営業係数 

 当 期 前 期 増 減 比較増減率 

輸送人員 （千人） （千人） （千人） （％） 

定期外 ９，０７０ ８，９６９ １０１ １．１ 

定 期 ７，１７２ ６，８２９ ３４２ ５．０ 

合 計 １６，２４３ １５，７９９ ４４４ ２．８ 

運輸収入 （百万円） （百万円） （百万円） （％） 

定期外 ２，００１ １，９９４ ７ ０．３ 

定 期 ９９０ ９５３ ３６ ３．８ 

合 計 ２，９９１ ２，９４８ ４３ １．４ 

営 業 費 ２，８５８ ３，５９５ △７３７ △２０．５ 

 （円） （円） （円） （％） 

営業係数 ９６ １２２ △２６ △２１．３ 

（単位未満の端数切捨） 

 
注：営業係数（営業費／運輸収入）は、１００円の運輸収入を得るための経費を表し

ています。 

 
 
【収入増加及びサービス向上への主な取り組み(新規施策)】 

◆ 「お昼のお出かけフリーきっぷ」及び「お昼のお出かけ全線定期券」の利用時間

拡大（１０時～１６時を１０時～１８時に２時間延長） 

◆ 風太二世誕生記念モノレールカード発売 

◆ サクラサク合格祈願きっぷを発売（桜木
さくらぎ

→作
さ

草部
く さ べ

間の硬券乗車券） 

◆ 当社車両基地において「ちばモノレール祭り２００６」を開催（10 月 21 日） 

◆ 千葉駅において無料ベビーカーの貸し出しを開始 

◆ 新型車両デザイン検討委員会を開催 

◆ 駅構内にて物産展を開催 
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